
令和３年度海老名市予算の概要
みんなが笑顔  えびなの元気を守る 

○市税 216億7,500万円（△19億5,400万円、8.3％減）
・個人市民税 83億 100万円（△8億4,000万円、9.2％減）
・法人市民税 8億 700万円（△7億 200万円、46.5％減）
・固定資産税 101億6,500万円（△3億5,200万円、3.3％減）

○地方譲与税及び各種交付金 39億1,500万円（2億2,100万円、6.0％増）
○基金繰入金 14億2,500万円（5,900万円、4.3％増）
○市債 39億6,000万円（5億6,500万円、16.7％増）

○義務的経費 239億4,700万円（3億8,500万円、1.6％増）
・人件費 82億2,200万円（△2,400万円、0.3％減）
・扶助費 123億8,900万円（1億8,000万円、1.5％増）
・公債費 33億3,600万円（2億2,900万円、7.4％増）

○普通建設事業費 45億1,400万円（△12億7,400万円、22.0％減）

◆予算総額 720億7,400万円（△15億4,900万円、2.1％減）
◆一般会計 452億2,500万円（△6億6,900万円、1.5％減）
◆特別会計 221億9,100万円（△6億9,500万円、3.0％減）
・国民健康保険事業特別会計 117億4,500万円（△1億8,700万円、1.6％減）
・介護保険事業特別会計 84億7,800万円（△5億9,700万円、6.6％減）
・後期高齢者医療事業特別会計 19億6,800万円（9,000万円、4.8％増）

◆企業会計 46億5,800万円（△1億8,500万円、3.8％減）
・公共下水道事業会計 46億5,800万円（△1億8,500万円、3.8％減）

予算総額、一般会計ともに5年ぶりの減少となりました。

予 算 規 模

歳 入（一般会計）

歳 出（一般会計）

（ ）内は対前年度比

（ ）内は対前年度比

（ ）内は対前年度比



■防犯灯LED化整備事業 5,500万円
市民の安全を守る防犯灯のLED化を推進し、電力量、料金の削減と
二酸化炭素の排出抑制及び長寿命化による環境負荷の軽減を図ります。

■東京2020オリンピック・パラリンピック関連事業 5,100万円〈新規〉
聖火リレーが本市を通過することに合わせ、ミニセレブレーションを実施します。
聖火フェスティバルに合わせ、障がい者施設で火を灯し、集火式を実施します。
学校連携観戦チケットを活用し、市内の小中学生にオリンピック・パラリンピックの
観戦機会を提供します。

充実して暮らせるまち

■新型コロナウイルスワクチン予防接種の実施 2億800万円
新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、コールセンターの設置や接種の
準備を円滑に進め、市民等に対して効率的にワクチン接種を実施します。

■病児保育事業の開始 900万円〈新規〉
病中や病気の回復期の児童を対象に、一時的に児童を預かり、働く保護者
を支援することで、子育て環境の充実を図ります。

■子ども医療費助成の継続 4億6,500万円
所得制限を設けずに０歳から中学校３年生までの入院・通院費用を助成し、子育て
世代の経済的負担を軽減します。

■勝瀬保育園民営化引継保育の実施 1,600 万円
勝瀬保育園を円滑に民営化を進めるため、移管先への引継保育を実施すること
で、保育環境の維持を図ります。

健やかに暮らせるまち

■農業支援準備組織の設立 50万円
市内農業の持続的発展に向け、農業支援準備組織を設立し、
実施予定業務の試行及び検証を行います。

■ふるさと納税事業の推進 2億500万円
市外の方からの寄附の受入れを推進し、歳入の確保に努めるとともに、
地元企業と連携しながら、地域経済の活性化を図ります。

■ごみ減量化・資源化の促進 2億5,200万円
令和元年度より実施している「家庭系ごみ処理の一部有料化と戸別収集」を
継続し、より一層の燃やせるごみの減量化、資源化の促進を図ります。

にぎわいがあり自然に優しいまち

主要事業の概要
みんなが笑顔で暮らせるよう様々な施策を推進し、健康で活力のある生活を営む「元気」を「守る」ため、

令和３年度の予算は「みんなが笑顔 ～えびなの元気を守る～」として編成いたしました。

LED防犯灯のイメージ

病児保育のイメージ

収穫体験のイメージ

高座清掃施設組合 高座クリーンセンター



■新たな学校給食調理施設の整備 6,200万円〈新規〉
新たな学校給食調理施設を整備し、令和５年度中の公立中学校における
完全給食の再開を目指します。

■給食費の適正化と保護者負担の軽減 4,200万円〈新規〉
食材等の物価上昇や消費税率の引上げに伴い、給食費の適正化を図るとともに、
激変緩和措置として公費負担を行うことで、保護者負担の軽減を図ります。

■口座引き落とし手数料の公費負担 300万円〈新規〉
教材費等の集金に際して、口座引き落とし手数料を公費負担とすることで
保護者と教職員の負担を軽減します。

安全で安心して暮らせるまち

■自治会館などの避難所スペース確保 50万円〈新規〉
各地域の自治会館等を補助的な避難所として活用し、避難所を分散させる

ことで、市民等の集団感染の防止と避難所環境の向上を図ります。

■消防署南分署整備事業 80万円〈新規〉
今後想定される災害時にも消防力を維持できるよう消防署南分署の

移転・建て替えを行います。

豊かな学びを育むまち

■市街化区域編入支援事業 3,900万円〈新規〉
一般保留区域に設定した「市役所周辺地区」について、土地利用の方向性や
整備方法などを検討し、新市街地の形成を目指します。

■厚木駅南地区市街地再開発事業の推進 2億3,100万円
厚木駅南地区市街地再開発組合へ補助を行い、都市基盤及び
良好な住環境の整備を推進します。

便利で快適に暮らせるまち

かがやきを創造するまち

■窓口案内混雑状況配信システムの導入 100万円〈新規〉
窓口の混雑状況を来庁前にリアルタイムで確認できるシステムを導入し、利便性の
向上を図ります。

■公共施設再編計画個別計画の策定 1,500万円
公共施設の個別計画を順次策定し、適正に施設の管理を行います。

厚木駅南地区市街地再開発イメージ

各地域の自治会館イメージ

窓口案内混雑状況配信システムイメージ

新たな発見ができるまち

■広告等によるシティプロモーションの実施 500万円
海老名市の認知度の向上や市民の愛着と誇りの醸成を図るため、PR事業を展開し、
「住みたい 住み続けたいまち 海老名」の実現に向けた積極的な情報発信に努めます。

一般保留区域

消防署南分署



○令和３年度の市債残高は432億1,300万円（前年度比5億8,700万円の増）、
基金残高は52億9,900万円（前年度比10億1,300万円の減）となる見込みです。

海老名市 財務部 企画財政課
電話 046-235-8453（直通）
ＦＡＸ 046-233-9118
Ｅ-Mail zaisei@city.ebina.kanagawa.jp

お問い合わせ先

（単位 千円）

区分 令和元年度末 令和２年度末 増減額 令和３年度末 増減額

市債残高 40,261,146 42,625,612 2,364,466 43,213,102 587,490

一般会計 27,491,744 30,035,771 2,544,027 30,823,394 787,623

企業会計 12,769,402 12,589,841 △179,561 12,389,708 △200,133

基金残高 6,655,739 6,311,757 △343,982 5,298,952 △1,012,805

財政調整基金 2,254,465 2,265,428 10,963 1,965,633 △299,795

新まちづくり基金 1,356,876 1,001,413 △355,463 789,036 △212,377

公共施設等あんしん基金 1,977,767 1,873,263 △104,504 1,873,451 188

その他基金 1,066,631 1,171,653 105,022 670,832 △500,821

注 特別会計で管理する基金は除いています。

■記念式典 400万円
市制施行50周年という節目となる年に、市民とともに記念式典を開催します。

■記念誌・記念動画の作成 600万円
これまでの市の歩みなどを広くPRするため「市制施行50周年記念誌」の発行準備を

進めるとともに、「住みたい 住み続けたいまち 海老名」を映し出す動画を作成します。

■えびな芸術祭の開催 4,300万円
市制施行50周年記念と位置づけ文化芸術事業を開催し、市民の芸術文化への

造詣を深めます。

事業内容：神奈川フィルハーモニー管弦楽団による春夏秋冬コンサート、能楽、

指定管理者との共催による劇団四季公演など

■えびな市民まつりにおける花火5,000発の打ち上げ 1,900万円
市制施行50周年を祝い、えびな市民まつりにおいて花火を盛大に打ち上げます。

■プレミアム付商品券の発行（令和2年度補正） 22億1,500万円
「市制施行50周年記念！元気いっぱい！！えび～にゃ商品券」を発行し、

新型コロナウイルス感染症が拡大している影響で疲弊している市内経済を

活性化するとともに、市民生活を支援します。

神奈川フィルハーモニー管弦楽団


